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宮崎県における鳥インフルエンザ発生に伴う小売店舗における
鶏卵・鶏肉の不適切な表示に関する調査状況について

１月１２日から１６日までの調査結果をお知らせします。不適切な表示１１４件が確
認されましたが、すべてが撤去・修正されており、小売店舗においては概ね冷静な対応
となっています。

地方農政局等 調査店 不適切 うち、撤去・修正 拒否した 対応中（本部と相
舗数 店舗数 等をした店舗数 店舗数 談中）等の店舗数

北海道 73 0 0 0 0
東北 156 0 0 0 0
関東 326 4 4 0 0
北陸 96 15 15 0 0
東海 103 2 2 0 0
近畿 541 9 9 0 0
中国四国 364 16 16 0 0
九州 1,193 67 67 0 0
沖縄 15 1 1 0 0

合 計 2,867 114 114 0 0
（％） (100.0) (4.0) (4.0) (0.0) (0.0)

撤去・修正を要請した不適切な表示は 「発生場所と離れた場所で生産しているのでご、
安心してご購入下さい 「宮崎県清武町からの仕入れは一切ございませんので、ご安心。」
してお求め下さい」等の内容のものがありました。

鶏卵、鶏肉を食べることにより、鳥インフルエンザウィルスが人に感染することは
世界的にも報告されていません。
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